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本試験は，S/C 内に配置されたダウンカマ（筒状で鉛直に配置）に関して，水中不分離性コンクリートを用

いた充填性・止水性の確認を行う目的で実施した。試験は，止水材料の練上り経過時間，ダウンカマの表

面条件，水中環境条件をパラメータとし，小型ダウンカマ模型に関する充填・止水試験を実施した。 
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1. 試験概要 

本試験は，小型水槽内に

ダウンカマ模型を設置し，

トレミー管による水中不

分離性コンクリート打込

みを行った(図 1 参照)。表

1 に試験ケース一覧を示

す。試験は，充填性確認のため透明なアクリルで模型を製作した A シリー

ズ，鋼製の模型を用い打込み環境の違いによる止水性確認を行う S シリーズ

とした。A シリーズでは，水中不分離性コンクリートの練上りからの経過時

間および流水の有無をパラメータとし，S シリーズでは，ダウンカマ表面の

条件および水中環境（水中に異物混入）の条件をパラメータとした。 

2. 止水試験の結果 

図 2 には，A シリーズの試験終了後のダウンカマ内外の

打上り高を示す。図より流水の有る A-F で内外の高低差が

96.5mm であった。一方，材料の練上りからの経過時間の違

いの比較では，最大でも 17mm であった。 

図 3 には，S シリーズで打込み試験後の透水試験の結果

を示す。図よりダウンカマ模型の表面状況の違いでは大き

な違いは見られなかった。一方，水中に異物がある S-CON

は他のケースに比較して大きいものの， 320kPa で

0.028ml/min であり，目標の 80ml/min よりも小さい。 

3. 結論 

充填性は，小型ダウンカマ内外打上り高の差の結果より，

水中不分離性コンクリートの経過時間の影響は無いが，流

水の影響が大きい。止水性は，止水対象の表面条件の影響

は小さいものの，水中異物の影響が若干見られた。この成

果は，経済産業省／平成 25 年度補正予算 廃炉・汚染水対策事業費補助金により得られたものである。 
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図 1 試験概要図 

図 3 試験終了後の切断面の状況 

検討
内容

材質
試験
ケース

材料
経過時間

水の条件
ダウンカマ
表面状態

A-F 0.13L/min

A-N
A-6H 6h
A-9H 9h

S-N 塗装面
S-RIB リブ付き
S-RUS さび
S-CON 異物混入 異物

表1　試験ケース一覧
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図 2 試験終了後の切断面の状況 
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